
アンケート調査結果

１ 調査概要

本計画を策定するにあたって、以下の要領でアンケート調査を実施しました。

調査対象

市民 2,000 人（無作為抽出）

事業者 200 事業所（無作為抽出）

実施期間

2019（Ｒ１）年 9 月 6 日～2019（Ｒ１）年 9 月 20 日

配布・回収方法

郵送配布・郵送回収

調査票の回収状況

配布数 回収数 回収率

市⺠ 2,000 件 697 件 34%

事業者 200 件 103 件 51%



２ 市⺠アンケート調査結果

回答者の属性

問１ あなたの年齢は次のうちどれですか。当てはまる番号を○で囲んでください。

問２ あなたのお住まいの地域は、次のうち、どれですか。当てはまる番号を○で囲んで

ください。

2.3%

10.2%

13.6%

14.3%

20.8%

24.7%

12.9%

1.1%
18～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答・無効
n=697

10.3%

22.4%

4.4%
5.9%

10.8%

12.1%

9.5%

1.4%

19.8%

3.4% 中央地域

岡崎地域

大平地域

東部地域

岩津地域

矢作地域

六ツ美地域

額田地域

分からない（地名記入）

無回答・無効n=697



岡崎市の環境についてあなたが感じていることをお書きください。

問４ ご自宅の周囲の生活環境について、当てはまる番号を〇で囲んでください。 （複

数選択可）

自宅の周囲の生活環境について、最も回答した割合が大きいのは、「騒音や振動に

ついて、日常生活を送る上で特に支障を感じない。」で 63.0％でした。

一方で、河川や水辺のきれいさについて良好と感じると答えた割合は 22.1％とな

っています。

問５ 地球温暖化問題について、当てはまる番号を〇で囲んでください。（複数選択可）

地球温暖化問題について、最も回答した割合が大きいのは、「地球温暖化問題に対

する理解を深めている。」で 43.8％でした。

具体的な行動としては、電気、ガスなどの使用量の把握や削減（42.8％）、自家用

車の使用を控えている（14.5％）でした。

その他の取組としては、ハイブリッドカーの使用、庭への植樹（木陰づくり）、買

い物袋の持参、省エネ性能に優れた電化製品への買い替え、アイドリングストップ、

太陽光発電の利用、打ち水といった回答がありました。

63.0%

52.5%

22.1%

15.6%

1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

騒音や振動について、日常生活を送る上で特に支障を感じない。

大気汚染や悪臭について、日常生活を送る上で特に支障を感じ

ない。

河川や水辺のきれいさは、良好と感じる。

１～３のどれも当てはまらない。

分らない。

n=697

43.8%

42.8%

19.1%

14.5%

4.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

地球温暖化問題に対する理解を深めている。

電気、ガスなどの使用量を把握し、削減に努めている。

分らない。

温暖化防止のために、自家用車の使用を控えて公共交通や

自転車を利用するよう心掛けている。

１～３以外で、地球温暖化防止に関する取り組みを行ってい

る。

n=697



問６ ごみ問題について、当てはまる番号を〇で囲んでください。（複数選択可）

ごみ問題について、最も回答した割合が大きいのは、「ごみは、市の分別方法どお

り、きちんと分別して排出している。」で 89.0％でした。

エコバックの持参やごみ減量の取組も 66.6％が行っていると回答しています。

その他の取組としては、不要なものを買わない、プラスチックごみの削減、生ご

みの土への埋戻し（堆肥化）、自分で製品等を修理する、食品ロス削減、資源回収へ

の協力、詰め替え商品の購入などの回答がありました。

問７ 環境教育について、当てはまる番号を〇で囲んでください。（複数選択可）

環境教育について、最も回答した割合が大きいのは、「環境教育は、子どもから大

人まで幅広い年齢層の市民を対象にしたほうがよいと思う。」で 79.3％でした。

一方で、「積極的に学習している」と答える割合は 7.0％、今後の環境学習への参

加意向（「今後、市役所主催の環境について学ぶ機会があれば参加しようと思う」）

は 17.1％でした。

89.0%

66.6%

14.8%

4.6%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ごみは、市の分別方法どおり、きちんと分別して排出している。

エコバックの持参やリサイクルなど、ごみ減量の取り組みを積極

的に行っている。

過度な鮮度志向を抑制したり、リサイクル品の購入を心掛けてい

る。

１～３以外で、ごみ削減の取り組みを行っている。

分らない。

n=697

79.3%

17.1%

7.9%

7.0%

7.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

環境教育は、子どもから大人まで幅広い年齢層の市民を対象に

したほうがよいと思う。

今後、市役所主催の環境について学ぶ機会があれば、参加しよう

と思う。

１～３のどれも当てはまらない。

積極的に環境教育の機会を見つけて、学習するようにしている。

分らない。

n=697



問８ 岡崎市の環境の取組に関して、（ア）現状の満足度と（イ）取組の重要度について、

それぞれ 5段階のうち当てはまる番号を一つずつ選び、○で囲んでください。

（ア）現状の満⾜度

岡崎市の環境の取組に関して、「とても満足」、「どちらかといえば満足」をあわせ

た割合が最も大きいのは「ごみ減量とリサイクルなど廃棄物の適正処理に関する取

組」の 61.8％、次いで、「歴史的な資産を保全・活用する取組」の 56.9％となって

います。

一方で、「不満」、「どちらかといえば不満」をあわせた割合が最も大きいのは「良

好な都市景観を創造する取組」の 30.5％、「人と自然がふれあえる場を確保する取

組」の 29.4％となっています。

また、市民、事業者の環境活動に対する支援などの取組については 46.8％、地球

温暖化防止やオゾン層保護については 44.6％が「良くわからない」と回答していま

す。市の取組が市民に伝わっていない可能性が考えられます。

（イ）取組の重要度

取組の重要度について、「重要」、「どちらかといえば重要」と答えた割合が最も大

きいのは「ごみ減量とリサイクルなど廃棄物の適正処理に関する取組」の 90.4％、

次いで、「健全な水環境を確保する取組」で 89.7%でした。

一方で、「重要でない」、「どちらかといえば重要でない」と答えた割合が最も高か

ったのは、「良好な都市景観を創造する取組」の 13.0％、次いで、「歴史的な資産を

保全・活用する取組」の 9.9％となっています。



40.7%

32.3%

56.4%

49.4%

30.7%

26.8%

47.9%

50.5%

37.0%

27.8%

46.5%

51.5%

33.3%

39.9%

46.1%

48.1%

36.0%

39.9%

45.1%

48.4%

2.9%

5.5%

1.4%

2.0%

8.3%

11.0%

2.0%

2.3%

4.0%

5.9%

0.1%

0.9%

0.1%

0.0%

1.6%

2.0%

0.9%

0.1%

0.3%

0.7%

6.6%

6.2%

5.0%

4.9%

9.6%

8.6%

9.5%

3.6%

9.9%

13.8%

3.2%

3.7%

3.7%

3.9%

3.7%

3.4%

3.7%

3.6%

3.7%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豊かな自然を確保する取り組み

人と自然がふれあえる場を確保する取り組み

健全な水環境を確保する取り組み

大気環境、騒音、振動など生活環境を保全す

る取り組み

歴史的な資産を保全・活用する取り組み

良好な都市景観を創造する取り組み

地球温暖化防止やオゾン層保護など地球環

境問題への取り組み

ごみ減量とリサイクルなど廃棄物の適正処理

に関する取り組み

環境問題に関する啓発の取り組み

市民、事業者の環境活動に対する支援やボラ

ンティアの育成、活動支援の取り組み

問4.取り組みの重要度

重要 どちらかといえば重要 どちらかといえば重要でない 重要でない わからない 無回答・無効

n=697

4.7%

4.0%

11.3%

6.0%

12.3%

7.3%

2.4%

11.6%

3.0%

3.9%

40.7%

37.2%

45.2%

36.6%

44.6%

35.0%

24.1%

50.2%

29.1%

23.4%

18.2%

22.4%

11.9%

18.2%

11.0%

19.9%

20.8%

13.9%

19.4%

18.7%

5.5%

7.0%

4.9%

9.5%

4.2%

10.6%

5.5%

4.9%

4.9%

5.2%

28.4%

26.4%

24.2%

26.8%

25.3%

24.7%

44.6%

17.2%

41.0%

46.8%

2.4%

3.0%

2.4%

2.9%

2.6%

2.4%

2.6%

2.2%

2.6%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豊かな自然を確保する取り組み

人と自然がふれあえる場を確保する取り組

み

健全な水環境を確保する取り組み

大気環境、騒音、振動など生活環境を保全

する取り組み

歴史的な資産を保全・活用する取り組み

良好な都市景観を創造する取り組み

地球温暖化防止やオゾン層保護など地球環

境問題への取り組み

ごみ減量とリサイクルなど廃棄物の適正処

理に関する取り組み

環境問題に関する啓発の取り組み

市民、事業者の環境活動に対する支援やボ

ランティアの育成、活動支援の取り組み

問8.岡崎市の環境の取り組みに関して、現状の満足度

とても満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 無回答・無効

n=697



問９ あなたの、環境保全活動への参加について、それぞれ１～３から当てはまる番号を

一つ選び、○で囲んでください。また、「３（参加したことがない）」に○をつけた方

は、今後、参加してみたいかどうかについて、右の欄に○をつけてください。

地域などで実施されている環境保全活動で「よく参加している」と答えた割合が

最も大きいのは「地域の清掃活動への参加」で 30.3%、「時々参加する」と合計す

ると 72.1％でした。

一方で、「自然保護活動への参加」や、「環境に関する講演会やイベントへの参加」

は 8 割程度が「参加したことがない」と答えています。

参加したことがない環境保全活動のうち、「今後、参加してみたい」と答えた割合

が最も大きいのは、「地域の清掃活動への参加」で 16.9％でした。「環境に関する講

演会や、イベント等への参加」、「湿地や里山などの自然保護活動への参加」、「花壇

づくりや植樹などの緑化活動」なども 1 割強の回答者が「今後参加してみたい」と

答えています。

1.3%

30.3%

3.9%

1.0%

9.9%

41.8%

15.5%

14.6%

83.4%

24.7%

74.9%

78.0%

5.5%

3.3%

5.7%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①湿地や里山などの自然保護活動への参加

②地域の清掃活動への参加

③花壇づくりや植樹などの緑化活動の実施

④環境に関する講演会や、イベント等への参加

問9.地域などで実施されている環境保全活動の参加の有無

よく参加している 時々、参加することがある 参加したことがない 無回答・無効

n=697

16.9%

13.8%

13.8%

12.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

②地域の清掃活動への参加（n=172）

④環境に関する講演会や、イベント等への参加

（n=544）

①湿地や里山などの自然保護活動への参加（n=581）

③花壇づくりや植樹などの緑化活動の実施（n=522）

問9.今後参加してみたい地域などで実施されている環境保全活動



岡崎市の将来の環境像についてお伺いします。

問 11 あなたが望む、岡崎市の環境の 10 年後の姿について、下記の中から該当する

番号を選んでください。（３つまで）

あなたが望む、岡崎市の環境の 10 年後の姿については、「自然環境が保全され、

自然とふれあう場所がたくさんあるまち」で 61.7％でした。次いで、「ポイ捨てや

不法投棄などがなく、美化が守られているまち」の 61.3％、「騒音や振動が少なく、

空気がきれいなまち」の 58.0％が続いています。

「環境を学ぶ機会のあるまち」は１割程度となっています。

61.7%

61.3%

58.0%

32.6%

26.8%

13.6%

3.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自然環境が保全され、自然とふれあう場所がたくさんあるまち

ポイ捨てや不法投棄などがなく、美化が守られているまち

騒音や振動が少なく、空気がきれいなまち

リサイクルやごみの減量が推進され、資源が循環するまち

地球温暖化防止のための取り組みが積極的に行われているまち

世代を問わず、環境を学ぶ機会があるまち

その他

n=697



３ 事業所アンケート調査結果

問１ 貴事業所の業種について、当てはまる番号を一つ選び、○で囲んでください。

回答のあった業種のうち、割合が高いものは、製造業の 27.2％、卸売・小売（食

料品以外）の 15.5％、鉱業建設の 14.6％の順でした。

問２ 貴事業所の形態について、当てはまる番号を○で囲んでください。

事業所の形態は、自社所有のオフィスの 28.3％、工場物流倉庫の 26.1％、自社

所有店舗の 20.7％の順でした。

14.6%

27.2%

3.9%
1.9%

6.8%

15.5%

2.9%

3.9%

1.0%

2.9% 5.8%

6.8%
6.8%

農業・林業・漁業
鉱業、建設
製造
電気・ガス・通信・熱供給・水道業
運輸
卸売・小売（食料品）
卸売、小売（食料品以外）
金融、保険、不動産
学術研究、技術サービス
宿泊、飲食サービス
生活関連サービス
教育、学習支援業
医療、福祉
その他
無回答・無効

n=103

28.3%

9.8%

20.7%
6.5%

26.1%

5.4%
3.3%

オフィス（自社所有）

オフィス（賃借）

店舗（自社所有）

店舗（賃借）

工場、物流倉庫

その他

無回答・無効

n=103



問３ 貴社の全社従業員数は、次のうち、どれですか。当てはまる番号を○で囲んでくだ

さい。

従業員数は 0～49 人が半数近くを占めています。

1,000 人以上の事業所は 13.6％となっています。

問４ 貴事業所の所在地域は、次のうち、どれですか。当てはまる番号を○で囲んでくだ

さい。

岡崎地域の 35.1％、中央地域の 21.6％の順となっています。

14.6%

5.8%

13.6%

15.5%15.5%

14.6%

5.8%

13.6%

1.0%

1～4人

5～9人

10～19人

20～49人

50～99人

100～499人

500～999人

1,000人以上

無回答・無効

n=103

21.6%

35.1%

6.2%

12.4%

6.2%

6.2%

7.2%
5.2% 中央地域

岡崎地域

大平地域

東部地域

岩津地域

矢作地域

六ツ美地域

額田地域

n=103



貴事業所の「環境」に対する取組等についてお伺いします。

問５ 事業活動における自然環境への関わりについて、おたずねします。当てはまる番

号を〇で囲んでください。（複数選択可）

事業活動における自然環境への関わりについては、「１～５のどれも当てはまらな

い」が最も多く、次いで、「自然環境の保全を企業の行動指針等に明示している」の

32.0％、「社員に自然環境教育を行ったことがある」の 18.4％が続いています。

その他の活動としては、自然再生植林ボランティア活動などが挙げられています。

問６ 事業活動における生活環境（大気、騒音、振動など）への関わりについて、おたず

ねします。当てはまる番号を〇で囲んでください。（複数選択可）

事業活動における生活環境（大気、騒音、振動など）への関わりについては、「騒

音や振動などについて、近隣に配慮した事業活動を行っている」で 50.5％でした。

ISO やエコアクション 21 などの環境管理システムの導入も 37.9％の事業所が取

り組んでいます。

32.0%

18.4%

11.7%

11.7%

6.8%

45.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自然環境の保全を企業の行動指針等に明示している。

社員に自然環境教育を行ったことがある。

事業所で、森林管理や植林などの森林保護のイベントに関与したことがあ

る。

地域の自然観察会や緑化運動に協力したことがある。

自然環境保全のために１～４以外の活動を行っている。

１～５のどれも当てはまらない。

n=103

50.5%

37.9%

33.0%

21.4%

19.4%

2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

騒音や振動などについて、近隣に配慮した事業活動を行ってい

る。

ISOやエコアクション21などの環境管理システムを導入している。

アイドリングストップなど、エコドライブの取り組みを進めている。

自動車使用時の騒音の低減について、社員教育に努めている。

１～５のどれも当てはまらない。

生活環境保全のために１～４以外の活動を行っている。

n=103



問７ 事業活動におけるごみ問題への関わりについて、おたずねします。当てはまる番

号を〇で囲んでください。（複数選択可）

事業活動におけるごみ問題への関わりについては、「事業活動で生じる、ごみの分

別を徹底している」で 72.8％でした。「事業所周辺の環境美化活動を定期的に行っ

ている」、「事業活動で、再資源化の徹底、梱包材の再利用など、廃棄物の排出抑制に

配慮している」がそれぞれ 45％程度となっています。

一方で、「どれにも当てはまらない」が 7.8％で、「商品や製品などの提供に際し

て、レジ袋削減の取組や簡易包装の励行などにより、廃棄物の発生抑制に取り組ん

でいる」は 13.6％でした。

問８ 事業活動における地球温暖化問題への関わりについて、おたずねします。当ては

まる番号を〇で囲んでください。（複数選択可）

事業活動における地球温暖化問題への関わりについては、「エアコンのこまめな温

度設定の変更や、廊下など人のいない場所の消灯など省エネルギーの取組を徹底し

ている。」で 69.9％でした。

「省エネルギー診断を実施して、エネルギーの削減に取り組んでいる」と答える

割合は 21.4％、「地球環境のために、再生可能エネルギーの使用を推進している」

は 13.6％でした。

一方で、「どれにも当てはまらない」とする割合は 18.4％となっています。

72.8%

46.6%

45.6%

13.6%

7.8%

2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

事業活動で生じる、ごみの分別を徹底している。

事業所周辺の環境美化活動を定期的に行っている。

事業活動で、再資源化の徹底、梱包材の再利用など、廃棄物の排

出抑制に配慮している。

商品や製品などの提供に際して、レジ袋削減の取り組みや簡易包

装の励行などにより、廃棄物の発生抑制に取り組んでいる。

１～５のどれも当てはまらない。

ごみ削減のために１～４以外の活動を行っている。
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69.9%

21.4%

18.4%

13.6%

3.9%

4.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

エアコンのこまめな温度設定の変更や、廊下など人のいない場

所の消灯など省エネルギーの取り組みを徹底している。

省エネルギー診断を実施して、エネルギーの削減に取り組んで

いる。

１～５のどれも当てはまらない。

地球環境のために、再生可能エネルギーの使用を推進してい

る。

薪やペレット、チップなど木質バイオマスを利用する設備を導入

している、または検討している。

温室効果ガス排出量の抑制のために1～4以外の活動を行って

いる。

n=103



問９ 環境教育について、おたずねします。当てはまる番号を〇で囲んでください。 （複

数選択可）

環境教育について最も多かった回答は、「環境教育は、環境担当従業員だけでなく、

全従業員を対象にしたほうがよいと考える。」で 51.5％でした。

「従業員に対して、積極的に環境教育を実施している」と答える割合は、24.3％、

「今後、市役所主催の環境について学ぶ場やイベントがあれば、事業所として参加

する」とする割合は、20.4％となっています。

問 10 今後、岡崎市に期待する環境保全施策はどのようなものですか。当てはまる番号

を〇で囲んでください。（優先すべきもの３つまで）

今後、岡崎市に期待する環境保全施策で最も多かった回答は、「環境配慮設備への

補助金などの財政的支援」の 52.4％、次いで「ポイ捨て防止など、市民に対する環

境美化の啓発」の 41.7％などとなっています。

51.5%

24.3%

20.4%

21.2%

10.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

環境教育は、環境担当従業員だけでなく、全従業員を対象

にしたほうがよいと考える。

従業員に対して、積極的に環境教育を実施している。

今後、市役所主催の環境について学ぶ場やイベントがあれ

ば、事業所として参加する。

分らない。

１～３のどれも当てはまらない。
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52.4%

41.7%

36.9%

29.1%

27.2%

22.3%

19.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

環境配慮設備への補助金などの財政的支援

ポイ捨て防止など、市民に対する環境美化の啓発

公共交通施策の推進

事業活動での環境負荷低減に資する情報提供

エコバック利用など市民に対する環境啓発活動の推進

企業の社会貢献活動として、市や市民団体と協働・連携した取り組みを行う

ことのできる場や、企業が取り組みをPRする場の提供

太陽光発電や木質ペレットなど再生可能エネルギーの普及

n=103



岡崎市の将来の環境像についてお伺いします。

問11 岡崎市の環境に望まれる10年後の姿について、下記の中から該当する番号を選

んでください。（３つまで）

岡崎市の環境に望まれる 10 年後の姿については、「ポイ捨てや不法投棄などがな

く、美化が守られているまち」で 65.0％、次いで、「自然環境が保全され、自然と

ふれあう場所がたくさんあるまち」の 59.2％でした。

65.0%

59.2%

40.8%

34.0%

34.0%

15.5%

2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ポイ捨てや不法投棄などがなく、美化が守られているまち

自然環境が保全され、自然とふれあう場所がたくさんあるまち

騒音や振動が少なく、空気がきれいなまち

リサイクルやごみの減量が推進され、資源が循環するまち

地球温暖化防止のため取り組みが積極的に行われているまち

世代を問わず、環境を学ぶ機会があるまち

その他

n=103
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